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1200 字程度で発表内容を記載してください。 

戦前から現代にかけ、聴者たちは耳の聞こえない人たち、すなわち「ろう者」に対し、読唇などのコミュ

ニケーションを強いてきた（金澤 2013）。これを抑圧であるとし、1995 年に当事者らは、ろう者ならでは

の文化や自然言語としての「日本手話」の存在を主張する「ろう文化宣言」を発表した（市田・木村 1995）。

同宣言は、従来「聞こえる／聞こえない」という関係で捉えられていた聴者とろう者の関係を、「言語的多

数派／言語的少数者」と新しく定義し、「ろう者アイデンティティ」の基礎を作った。 

当事者運動や研究に対する「ろう文化宣言」の影響は大きく、日本手話で教育を受ける権利を求める運動

（e.g.小嶋 2008）や日本手話を用いるろう者（以下、「日本手話」話者）の実態を明らかにする研究へと展

開した（金澤 2013）。だが同時に支配的な構造への対抗文化として「ろう者らしさ」を戦略的に本質化する

動きは、それに馴染めないろう者たちの間で「分断」を生じさせた（e.g.中川 2017）。 

本報告が対象とする「近畿ろう学生懇談会（以下、近コン）」も「ろう文化宣言」の影響を受け、1997年

に「近畿聴覚障害学生懇談会」から現在の名称に変わった。その際に「ろう者らしさ」を戦略的に本質化し、

①「日本手話」の使用を過度に強調したり、②「音」を否定し、「日本手話」話者以外のろう者を抑圧・排

除する事態が生じた。奈倉（2023）は、既存の社会運動や障害研究の論理の問題点として、構造に対抗し「文

化」を創造しうるのは一部の人間だけであることや、差異を「文化」と断定すれば多様な背景を持つ人びと

の間に境界線を引くことになり、健常者と障害者の二項対立的な枠組みをかえって強化しうること等を指摘

し、支配文化と共存しながら、そのシステムとは異なる次元の「カルティベーション」から生み出される「共

生の文化」の人類学的な探究を提起した。たしかに奈倉が述べる通り、近コンおける「揉め事」「分断」の

問題は、支配的構造への対抗を目指す社会運動の論理と密接に関係している。だが同時にそれに影響を受け

築かれた「ろう者らしさの共同体」は、「聞こえない」という障害の受け入れや学校教育等での経験に根差

した「記憶の分有」と密接に関わり実体化してもいる。岩谷（2018）はユダヤとジプシーを事例に、身体化

され語られない記憶、限られた身内のみに共有される記憶、マイノリティの権利や承認を求めて物語化され

る記憶等を基にした「共同体の想起」を論じたが、ろう者も同様である。 

そこで本報告では、近コンの運動に違和を持っていた者たちの語りを事例に、支配文化に対抗的な「ろう

者らしさの共同体」が想起されるダイナミズムを、運動、障害、記憶の複雑な絡まり合いから照射するとと

もに、それとは異なる「共生のあり方」が個人の経験・記憶を通じて想起されてもいることを明らかにする。

それを通じて運動論的な課題として論じられてきた「ろう者らしさをめぐるポリティクス」を再考したい。 
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